
21 世紀に入り、国内では政府主導

で「IT革命」が進められています。米

国では「ネットバブル」という言葉が

世間を賑わせていますが、ビジネスの

世界でインターネットの活用が不可欠

であることには変わりありません。

「BtoB」すなわち企業間におけるEC

は、大きく「1:1」「1:N」「N:N」の取引

形態に分けられます。また、「1:N」は

バイヤ（買手）・サプライヤ（売手）の

どちらが主体になるかによってさらに

分けられるため、実際は4つのモデル

で考えることができます。

「1:1」（特定企業間コラボレー

ション）

1 対 1 の取引は、従来から専用線や

独自の通信手段による EDI（Electronic

Data Interchange:電子データ交換）と

して行われていました。インターネッ

トの普及に伴い、このEDIがインター

ネット標準のファイル転送手順を用い

て行われるようになったのが「Internet

EDI」です。この手順では、ファイル

転送のために専用ソフトを必要としな

いため、従来のEDIに比べ簡単かつ安

価にファイル交換を行えるようになり

ました。しかしこの方法では、サーバ

が必要であったり、セキュリティ面か

ら専用線での接続が望ましいなどの問

題から、小規模ユーザとのデータ交換

には不向きでした。

このため、より簡単にEDIを行うた

めにブラウザだけを用いる方法が普及

してきました。「Web-EDI」と呼ばれる

この方法は、ブラウザとインターネッ

ト接続環境があればデータの表示・確
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【BtoB 取引の 4 つの形態】



認やダウンロードが可能なため、少量

のデータでもコストをかけずに導入す

ることができます。

「1:N」（ネット販売）／「N:1」

（電子調達）

この形態には、サプライヤが主催

するものとバイヤが主催するものがあ

ります。前者はサプライヤがWebサイ

トで商品カタログを提供し、これをバ

イヤが検索して商品発注するもので、

「ネット販売」や「電子カタログ」と呼

ばれています。カタログ表示や発注の

ための機能は B t o C のオンライン

ショップと同じですが、バイヤ毎の契

約条件によって価格が異なったり、発

注承認プロセスでワークフローが必要

になったりする部分が大きく異なりま

す。

一方後者は「電子調達」と呼ばれ、

Web-EDIやe-Procurement（e-プロキュ

アメント）などのシステムがこれに該

当します。特にe-Procurementシステム

では、これまでのEDIでは電子化の対

象外であった見積依頼や入札のプロセ

スを電子化し合理化できるため、調達

コストの大幅な削減が図れます。

「N:N」（e- マーケットプレイス）

しかし、「1:N」や「N:1」の取引は

従来の取引慣習の上に築かれており、

従来のEDIを多少使いやすくしたもの

に過ぎません。インターネットの世界

は元々オープンであり、企業系列など

にとらわれず取引自体をオープンにす

ることが望まれています。そこで、イ

ンターネット上での様々な取引を

「N:N」で行えるようにしたものが、「e-

マーケットプレイス」です。

1:Nなどの仕組みと大きく違うとこ

ろは、システムの主催者と参加ルール

の決定方法です。ネット販売や電子調

達では、特定のバイヤやサプライヤが

主催者となって参加者や取引ルールを

決定します。一方、e-マーケットプレ

イスでは中立的な第三者が主催者と

なって共通のルールを定め、そのもと

で参加者は取引を行います。このため

取引に関わる機能の他、汎用的なサー

ビスとして参加者を審査したり与信・

決済などを行う機能が必要となってき

ており、最近では金融機関や商社がイ

ンターネット上で与信・決済サービス

【e- マーケットプレイス】

出典：日経ネットビジネス　2000年10月号

【国内の主な e- マーケットプレイス】

【世界の巨大 e- マーケットプレイス】



を提供し始めています。

e-マーケットプレイスは、様々な面

で効果があります。例えばサプライヤ

側は、新規取引先の開拓や販売機会の

拡大・営業コストの削減。またバイヤ

側も、調達コストや部品在庫の削減な

ど幅広い範囲に及びます。

米国では既に巨大な e- マーケット

プレイス市場がいくつも運営されてお

り、日本国内でも徐々に立上がってき

ています。今後は SCM(Supply Chain

Management)との関連強化や、e- マー

ケットプレイス同士を接続した

MtoM(Marketplace to Marketplace)の提

供が計画されています。

FIP が提供する企業間EC サー

ビス「TradeFront」
現在約3万社にご利用いただいてい

る「TradeFront」（トレードフロント）

は、流通業・製造業を中心とした受発

注の EDI 業務を、インターネットを

ベースとして提供するサービスです。

万全なセキュリティ環境を誇る

「BeStage」センタで運用する本サービ

スは、国内企業間や海外拠点・海外企

業とのグローバルな取引を実現する

オープンなネットワーク環境を提供

し、CII・EDIFACTなど国内 /国際標準

の取引フォーマット変換機能を備えて

います。また従来の汎用ホスト処理を

行っている企業においても、既存EDI

に本サービスを付加して使うことも可

能です。

それでは、「TradeFront」を導入され

ている事例をご紹介いたします。

●「e- お菓子ねっと」

全日本菓子協会殿、全国菓子卸商

業組合連合会殿、及び菓子業界 VAN

システム運営委員会殿では、インター

ネットをベースとした新たな菓子業界

取引ネットワーク「e- お菓子ねっと」

サービスを昨年 10 月より開始しまし

た。

【e- お菓子ねっとサービスイメージ図】

菓子業界では消費者の好みの多様

化に対応して、多品種かつスピー

ディな新商品の投入が求められてい

ます。「e- お菓子ねっと」では「画像

付商品情報提供サービス」を実施し、

メーカが登録した新商品情報を卸売

業者が即座に参照することができま

す。またメーカ代行サービスとして、

当センタで商品情報を作成すること

も可能です。さらにブラウザで簡単

に受発注もできますので、業務の効

率化にもつながります。

取引企業は、現在メーカ約 800 社、

卸売業者約80社。今後もさらに取引先

を拡大するとともに、21世紀型菓子業

界取引ネットワークとして、より使い

やすいシステムを目指していく予定で

す。

●「Siyaku.Com」

試薬業界の大手メーカである和光純

薬工業(株)殿は、昨年 7 月に当社と共

同 で 試 薬 品 の 受 発 注 シ ス テ ム

「Siyaku.Com」を立上げました。これ

は、試薬を利用する大学や企業の研究

室向けに、インターネットを活用し豊

富な検索機能と受発注機能を兼ね備え

【TradeFront サービス概要】



※記載の社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。

た、試薬業界初の統合eコマースサー

ビスです。

取引メーカは和光純薬工業 (株)殿

をはじめとして約 30 社、50 万種以上

にも及ぶ試薬情報を提供しています。

この導入により、紙媒体のカタログを

大幅に削減するとともに、商品検索の

スピードアップが図れました。また購

買システムとの連携で発注業務の合理

化（ペーパーレス）も実現しています。

今後は、取引メーカや登録商品を

順次拡大。メーカ各社や他業種との相

互リンクにより試薬業界におけるマー

ケットプレイスを目指しています。

FIP の e- マーケットプレイス

への取り組み

当社では、「TradeFront」で培った豊

富な経験と信頼性の高いビジネスイン

フラを活用し、より戦略的な調達とサ

プライチェーン全体の最適化を支援す

るための e- マーケットプレイスの提

供を計画しています。

この4月には流通業界を対象に、イ

ンターネット上でのインタラクティブ

な取引情報の交換を実現するビジネス

コミュニティサイトを開設。さらに年

内には本格的なネット販売、ネット調

達を実現するための「流通業 e- マー

ケットプレイス」を立ち上げる予定で

す。有力な他業種や海外の e-マーケッ

トプレイスとの連携なども視野に入

れ、バイヤ・サプライヤ双方にとって

価値のあるサービスの提供を目指して

います。

●ビジネスコミュニティプレイス

　　「ComChannel（コムチャネル）」

本年 4 月より  サービスを開始する

「ComChannel」は、流通業のバイヤと

サプライヤを  Win-Win の関係で結ぶ

インターネット上の「取引の場」・「情

報交換の場」です。

参加各社の企業情報や取扱い商品

情報を提供する「企業ディレクト

リ」・「商品カタログ」。バイヤの仕入

れ情報を素早くサプライヤに伝え、

より良い商品仕入れにつなげる「買

いたし」コーナ。サプライヤの売り込

み情報を広くバイヤに伝える「新商

品紹介」・「売りたし」コーナなど、便

利な機能が簡単かつすぐにご利用い

ただけます。

e-マーケットプレイスなどインター

ネットの活用が今後の企業活動の明暗

を分けると言っても過言ではありませ

ん。「ComChannel」は、参加企業各社

がネット上での新たな  B toB コラボ

レーションを体験してその効果的な活

用方法を見出すとともに、企業活動を

ネット化するための第一歩として、ぜ

ひ活用いただきたいと考えています。

【ComChannel サービスイメージ図】

【Siyaku.Com サービスイメージ図】


